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● 定例会 （令和元年度決算認定、請願他）  
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● 令和元年度決算認定  
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● がんばる人紹介
　（谷相郷キャンプ場 佐藤徹さん）  
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9 月
定例会

おもな審議事項

令和元年度決算認定審議と
令和 2 年度補正予算審議等

●報告３件の説明を受けました
・令和元年度決算に基づく道志村健全化判断比率及び資産不足比率について（他 2 件）

●条例の改正　5 件を可決
・道志村ヘリポート設置及び管理条例
・道志村ヘリコプター場外離着陸場設置及び管理条例を廃止する条例（他３件）

●その他
・山梨県東部広域連合会の解散を可決
・山梨県東部広域連合の解散に伴う財産処分を可決

●同意（1 件）
・道志村教育委員会委員の任命についての同意

●選挙管理委員及び選挙管理補充員任期満了（令和 2 年 10 月 24 日）により
　議会で選挙を行いました

［新道志村選挙管理委員会委員］半田 博敏・佐藤 敬二郎・渡辺 長和・池谷 力三
［新道志村選挙管理委員会委員補充員］佐藤 文章・山口 清正・佐藤 重雄・杉本 正治
以上の方々が議長の指名推薦の選挙により、当選されました。

　9 月定例会は 9 月 10 日から 18 日まで開催され、報告（3 件）、条例（5 件）、補正予算（7 件）、

令和元年度決算認定（8 件）、請願（1 件）、発議（2 件）、教育委員会委員の同意（１件）、その他（２

件）を審議し原案どおり可決しました。一般質問は４人の議員が行い、活発な質疑が行われました。

また、10 月 24 日任期満了となる選挙管理委員会委員、補充員の選挙を行いました。

・地方交付税　　　　　　　　　       　　　　　　
・国庫支出金
・繰 入 金
・繰 越 金

  9,586 万円
   2,935 万円
   7,831 万円
   723 万円

お も な 財 源
（ 補 正 分 ）

・総 務 費
・農林水産業費
・消 防 費
・教 育 費
・諸 支 出 金

（新役場庁舎の土地購入、移転補償他）   7,164 万円
（景観間伐、林道維持改修他）   1,283 万円
（役場庁舎移転に伴い、防災行政無線管理費他）  2,405 万円
（小・中特別教室エアコン設置他）  2,341 万円
（役場庁舎建設基金）  5,200 万円

おもな使いみち
（ 補 正 分 ）

●令和２年度道志村一般会計補正予算（第４回）を可決
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役場庁舎建設計画についてＱ
Ａ 庁舎整備検討委員会の庁舎整

備検討の回答書及び地方自治
法において「住民の利用に最
も便利で、交通事情等につい
て考慮する」ことから、現庁
舎敷地を拡張し建て替えを行
うこととした。拡張面積（購入
土地面積）1576.76㎡、土地購
入費 1,556 万円、移転補償費
4,306 万円を予定しています。

●庁舎建設場所は？

議案等の質疑ＡQ＆

西
にしかわいさむ

川鐃先生の立像移設についてＱ
●村出身で多大な功績をいただいた先生
　（唯一の名誉村民）

Ａ 今現在、立像は水源の森道志村郷土資料館
の一画に建っています。今後は住民の皆さ
ん子供達に親しめる場所に移設を考えてい
ます。



議会だより　No.48 （4）

ふるさと納税についてＱ

Ａ 令 和 元 年 度 実 績 は、 寄 付 件 数
1,629 件、金額 16,646,000 円の
寄付が有りました。
使い道は、「沿道の景観整備、保
育所改修等」に活用いたしまし
た。村の特産品などを返礼品と
して現在 39 品目を用意してい
ます。
令和元年度は前年度比 3.7 倍に
増加し村内事業者の収入にも繋
がり、本村の貴重な財源になっ
ています。 

●ふるさと納税の金額及び使い道は？

議案等の質疑ＡQ＆

各地区における自主防災組織設置立ち上げについてＱ
●地区の一時避難所、防災組織が必要

Ａ 現在、長又地区、
野 原 地 区 に 自 主
防 災 組 織 が 立 ち
上 げ ら れ て い ま
す。コミュニティ
助 成 金 等 予 算 を
活用し防災倉庫、
資 機 材 の 充 実、
防 災 リ ー ダ ー の
育 成 に 努 め た い
と考えています。

長又地区自主防災一時避難所

返礼品の一部
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Ａ 村内住宅地域に於いて
調査は 100％済みまし
たが登記については長
又 地 区、 白 井 平 地 区、
２地区が済んで居りま
す、今後随時進めてい
きます。

地籍調査の進捗状況についてＱ
●村民は一日も早い登記を望んでいます

議案等の質疑ＡQ＆

国民健康保険料についてＱ
●県内で随一の高額保険料？

Ａ 平成 21 年度から医療費が増大し平成 27 年には基金が無くなり、保険料率
の増額改定を行ったことにより、平成 30 年度には丹波山村との対比差 2.3
倍になる。また、同年からは県が運営に加わり、県への納付金を基に算出
することにより、実情に合った料金を算出できるようになる。なお、令和
元 年 度 よ り
賦 課 方 式 の
資 産 割 が 無
くなり、3 段
階 方 式（ 所 得
割・ 均 等 割・
平 等 割 ）に 変
更した。

地籍調査の様子

被保険者
（加入者）

山梨県

道志村

保険医
（医療機関）

国保
連合会

支払金を
支払う

給付金を
支払う

国保事業運営
に伴う県への
納付金

保険給付に充てるために
加入世帯より徴収

＊保険給付費
①療養給付費
②療養費／
　高額療養費等
③移送費

結
果
の
報
告

医
療
費
の
請
求
審
査

医
療
費
を
支
払
う

診
療
を
行
う

一
部
負
担
金
を
支
払
う

保険証を交付する

加入手続きをし保険料を納付
国などから

の補助

医療費を支払う

医療費を請求

保険者

国保は、病気やけがをしたとき
の医療費にあてるため、加入者
みんなでお金を出し合って支え
る制度です。みなさんが住む市
町村がその運営をしています。

国保のしくみ
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国道413号線整備計画は
危険箇所の改良を毎年県に要望

Ｑ
Ａ 山口章 議員

山
口

　

昨
年
、
一
昨
年
と
２

年
続
き
の
災
害
に
よ
り

村
の
経
済
に
多
大
な
損

害
と
、
相
模
原
方
面
の

通
勤
者
は
不
便
を
き
た

し
て
お
り
ま
す
。
大
渡

ト
ン
ネ
ル
の
計
画
も
進

み
、
国
道
４
１
３
号
線

は
、
益
々
重
要
な
道
路

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
心
し
て
便
利
に
使
え

る
幹
線
道
路
と
な
る
よ

う
県
、
国
、
相
模
原
市

等
へ
の
要
望
は

村
長

　

国
道
の
危
険
箇
所
改
良
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
ぼ
毎
年

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
主

な
場
所
は
善
之

木
地
区
、
岩
瀬

地
区
入
口
で

す
。
今
後
も
機

会
を
見
な
が
ら

引
き
続
き
要
望

し
て
ま
い
り
ま

す
。
又
相
模

原
市
と
も
連
携

し
、
県
及
び
国

に
改
良
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
昭
和
49
年

に
架
け
ら
れ

た
池
之
原
橋

の
改
修
に
つ

り
、
交
通
量
も
多
く
早

急
な
改
良
計
画
は

産
業
振
興
課
長

　

現
在
具
体
的
な
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
池
之
原
橋
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
村
で

も
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

（
再
質
問
あ
り
）

い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。
池
之
原
橋
は
小
中

学
校
、
診
療
所
、
学
童

保
育
所
、
池
之
原
団
地
、

道
志
の
湯
、
森
の
コ
テ
ー

ジ
な
ど
の
施
設
を
有
す

る
地
域
の
入
り
口
に
架

か
る
橋
で
す
。
災
害
発

生
時
に
は
重
要
な
避
難

場
所
に
指
定
さ
れ
て
お

台風災害復旧後の 413 号

池の原橋

池の原地区の公共施設

一 般 質 問
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都留・道志線防災トンネルの
進捗状況・村民意見は
県からのルート案待ち

Ｑ
Ａ池谷銀重  議員

一 般 質 問

池
谷

　

ト
ン
ネ
ル
建
設
の
場

所
等
に
つ
い
て
村
民
の

意
見
は
聞
か
な
い
の
か

村
長

　

山
梨
県
の
事
業
な
の
で
現

段
階
で
は
答
弁
で
き
ま
せ
ん

が
、
県
の
ル
ー
ト
、
予
算
案

が
出
た
時
点
で
の
検
討
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

菅
野
地
区
に
開
け
る
要
望

は
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
ま
で
議
会
と
ト
ン

ネ
ル
の
場
所
・
規
模
・

推
進
方
法
等
に
つ
い
て

議
論
は

村
長

　

正
式
な
議
論
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

Ｑ
期
成
同
盟
会
が
発
足

し
て
い
る
が
、
６
年
間

で
何
回
開
催
し
進
捗
状

況
と
都
留
市
の
対
応
は

村
長

　

総
会
は
２
回
開
催
し
活
動

報
告
書
作
成
な
ど
が
主
な
作

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
留

市
長
と
は
密
に
連
絡
を
と

り
、
要
望
活
動
な
ど
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
山
梨
県
道
路
整
備
促

進
協
会
に
21
番
目
に
加

盟
と
あ
る
が
、
21
番
の
意

味
と
５
年
た
っ
た
状
況
は

調
査
し
て
い
る
の
か

産
業
振
興
課
長

　

全
て
県
の
事
業
で
す
の

で
、
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ

て
い
ま
す
が
、
現
地
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

 

（
再
質
問
あ
り
）

村
長

　

類
似
期
成
同
盟
会
の
発
足

登
録
順
位
で
す
。
現
在
は
22

団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工

事
の
優
先
順
位
は
緊
急
性
、

過
疎
対
策
な
ど
諸
条
件
を
考

慮
の
上
決
定
さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
Ｑ
令
和
元
年
に
再
び
調

査
費
が
計
上
さ
れ
た
が
そ

の
予
算
額
と
調
査
費
す
べ

て
が
道
志
村
に
充
当
さ
れ

た
か産

業
振
興
課
長

　
「
新
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
概

略
設
計
費
と
し
て
い
る
」
と

県
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
村
で
使
え
る
予
算
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
今
年
３
月
の
議
会
で

「
調
査
費
が
計
上
さ
れ

現
地
調
査
、
地
質
調
査

が
行
わ
れ
る
」
と
あ
る
が

現
地
は
ど
こ
で
、
す
で
に

現道坂トンネル

危険なカーブ
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防犯カメラ・監視カメラの設置は
今議会に6箇所設置する予算を計上

Ｑ
Ａ 佐藤光栄 議員

佐
藤

　

村
民
の
財
産
保
護
及

び
、
村
内
で
の
犯
罪
防

止
の
た
め
、
防
犯
カ
メ

ラ
・
監
視
カ
メ
ラ
等
の

設
置
を
考
え
て
い
る
か

村
長

　

全
国
的
に
も
高
齢
者
の
関

わ
る
詐
欺
事
件
や
子
供
達
が

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
防
止
す
る
よ
う
関
係
団

体
と
連
携
し
、
防
犯
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
千
葉
県
の
小

学
生
行
方
不
明
時
の
警
察
の

捜
索
活
動
に
お
い
て
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
不
足
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
本
定
例

会
に
６
ヶ
所
の
設
置
予
算
を

計
上
致
し
ま
し
た
の
で
、
予

算
成
立
後
は
速
や
か
に
設
置

す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
移
住
定
住
対
策
に
つ

い
て
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
活
動
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か

村
長

　

平
成
28
年
9
月
に
移
住
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
希

望
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
２
２
１
件

の
相
談
が
あ
り
９
組
19
名
の

移
住
者
が
あ
り
目
標
を
大
き

く
上
回
る
成
果
が
あ
り
、
こ

の
活
動
は
十
分
機
能
を
発
揮

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
度
、
大
渡
地
区

に
移
住
者
住
宅
の
建
設

が
当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
成

予
定
は

村
長

　

当
初
予
算
に
計
上
致
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
過
疎

対
策
事
業
債
が
使
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
に

は
財
源
を
確
保
し
建
設
す
る

予
定
で
す
。 （
再
質
問
あ
り
）

設置してある防犯カメラ

移住コンシェルジュ事務所住宅建設予定地

一 般 質 問
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国道413号線の通行止め基準は
トンネル完成後に
規制検討委員会の審議待ち

Ｑ
Ａ佐藤徹  議員

一 般 質 問

佐
藤

　

小
善
地
・
月
夜
野
間
は

規
定
雨
量
１
０
０
ｍ
ｍ
で

通
行
止
め
に
な
り
ま
す

が
、
野
原
・
月
夜
野
間

の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し

た
場
合
の
規
定
雨
量
の

変
更
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
神
地
の

大
山
橋
に
あ
る
雨
量
計

が
通
行
止
め
の
基
準
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
30
年
の
一
般
質
問
の

回
答
で
は
大
川
戸
橋
に

設
置
の
検
討
中
と
回
答

し
ま
し
た
が
、
進
捗
状

況
は

 

産
業
振
興
課
長

　

国
道
管
理
担
当
者
の
回
答

に
よ
る
と
、
規
制
雨
量
に
つ

い
て
は
ト
ン
ネ
ル
完
成
後
に

「
事
前
通
行
規
制
検
討
委
員

会
」
で
審
議
し
決
定
す
る
と

の
回
答
で
す
。
緩
和
の
可
能

性
は
あ
り
ま
す
が
、
現
段
階

で
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
。
又

大
川
戸
橋
へ
の
水
位
計
は
設

産
業
振
興
課
長

　

何
度
か
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
早
期
の
改
良
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
引
き
つ
づ
き
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
災
害
時
に
お
け
る
緊

急
避
難
場
所
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
訓
練
会
場
は
５
ヶ

所
で
し
た
が
、
各
避
難

所
の
定
員
は
何
人
位
で
、

ま
た
、
入
り
き
れ
な
か
っ

た
時
の
対
策
は

産
業
振
興
課
長

　

避
難
所
の
３
密
を
避
け
る

た
め
定
員
は
み
な
も
と
体
験

館
30
名
、
集
い
の
家
20
名
、

中
央
公
民
館
20
名
、
や
ま
ゆ

り
セ
ン
タ
ー
50
名
、
善
之
木

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
20

名
で
合
計
１
４
０
名
で
す
。

必
要
に
応
じ
併
設
す
る
体
育

館
な
ど
の
大
規
模
収
容
施
設

の
開
設
を
検
討
し
ま
す
。

 

（
再
質
問
あ
り
）

置
し
た
が
、
雨
量
計
は
設
置

し
て
い
ま
せ
ん
と
の
回
答
が

県
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
山
中
湖
方
面
は
規
定

雨
量
１
３
０
ｍ
ｍ
で
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
が
、
国

道
４
１
３
号
線
の
強
靭
化

協
定
締
結
に
よ
り
、
道
志

村
内
ば
か
り
で
な
く
山
中

湖
村
地
区
で
も
危
険
な
場

所
を
確
認
し
、
一
刻
も
早

く
改
修
し
て
規
定
雨
量
が

変
更
さ
れ
孤
立
状
態
が
改

善
さ
れ
る
よ
う
県
や
富
士

東
部
建
設
事
務
所
へ
の
交

渉
は

規定雨量告知版

大川戸橋水位計
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9,552万円など  総額29億円

令和元年度    特別会計の決算

令和元年度    一般会計の決算
■ 歳入 　   20 億 5,883 万円

■ 歳出 　   19 億 3,321 万円

■ 差引残高 　   1 億 2,562 万円

繰越事業に充当 　   3,430万円

純繰越金 　   9,131万円

（単位：千円以下切捨て）

（単位：千円以下切捨て）

会　　 計 　　名 歳   入   総   額 歳   出   総   額

国 民 健 康 保 険 2 億 9,720 万円 2 億 8,850 万円
国民健康保険診療所 1 億　336 万円 1 億　336 万円
簡 易 水 道 事 業 8,450 万円 8,430 万円
介 護 保 険 2 億　268 万円 1 億 9,768 万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 138 万円　 138 万円
浄 化 槽 事 業 1 億　587 万円 1 億　577 万円
後 期 高 齢 者 医 療 4,846 万円 4,846 万円
合　　　　　　　計 8 億 4,348 万円 　　8 億 2,947 万円

【特別会計】（７会計の合計）8億 4,348万円
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【一般会計】20億 5,883万円　　　

【一般会計の目的別歳出】

令和元年度
決算認定

●議会費
　令和元年度　　 3,548万円
　平成30年度　　 3,740万円

●衛生費
　令和元年度　 1 億　425万円
　平成30年度　 1 億　211万円

監 査 結 果
実質公債費比率は 8.8％となっ

ており、 早 期 健 全 化 基 準 の

25％を大きく下回っているこ

とから、健全な運営と認める。

ただし、前年度から1 ポイント

上昇し、上昇傾向であるため

財政状況に十分留意し、財政

的な推移を見守る必要がある。

観光施設等維持管理事業・道路維持費

●土木費
　令和元年度　 　
　平成30年度　 

2 億     512万円
1 億 9,798万円

●農林水産業・商工費
　令和元年度　
　平成30年度　 

2 億 1,169万円
2 億 8,850万円

●災害復旧費
　令和元年度　　 
　平成30年度　　 

 4,149万円
 696万円

●諸支出金
　令和元年度　　 
　平成30年度　　

 4,011万円
 613万円

●公債費（借金の支払い）

　令和元年度　　 
　平成30年度　　 

3 億 5,639万円
3 億 873万円

●民生費
　令和元年度　 　
　平成30年度 

2 億 4,888万円
2 億 2,694万円

●総務費
　令和元年度　 　
　平成30年度　

3 億 8,118万円
4 億 4,336万円
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議 会 活 動 報 告
● 新型コロナウイルス感染予防対策に提言書　　　　令和 2 年 7 月 21 日

①村内事業者への経済活性化支援
　新型コロナウイルスが収束したとき、あ

るいは現在の状況が続くとしても、地域経

済が停滞したままでは村の存続に関わる。

村内事業者が継続して経済活動ができるよ

う長期的支援策を希望する。

②小中学校のオンライン学習環境の整備
　３密を避けるための取り組みとして、一

部オンライン授業がスタートしているが、

第２波、第３波に備え、今後すべての子ど

もの授業に支障のないようICT を活用した

学習環境を整備する。

③災害時の避難所における感染防止対策
　ここ数年本村においても、大型台風の影

響により避難所を開設することが少なくな

く、帰宅困難者を含め実際に避難所を利用

する人がいる。避難という緊急の場合こそ、

感染防止対策をしっかりする必要がある。

①村独自の給付金給付
　各家庭の感染防止対策のための費用負

担を軽減するため、また、経済活動停滞

の影響による収入減少の影響を軽減するた

め、村独自の給付金を給付する。

②村内の経済活性化支援
　移動制限や自粛が続き、本村の飲食店

等観光事業に携わる事業者への影響も大

きい。感染拡大防止に努めつつ、村内の

みで利用可能なプレミアム付き商品券の発

行など、地域内で経済が回るような即効性

のある施策を望む。

③子育て世帯と高齢者等社会的弱者への支援
　子育て世帯に夏マスクや高性能体温計

を配布する等、季節や環境に関わらず感

染防止対策ができるよう、各家庭と協力し

手厚く支援する。

　高齢者については、重篤化しやすいと言

われていることから、より手厚いサポート

が求められる。例えば、他者との接触を抑

えることができるタクシー利用を推奨する

ため、一部費用を助成するなどの対策が望

まれる。

　また、要介護者等支援を必要とする村民

に対し、介護費等の負担を軽減する措置を

講ずる。

短期的施策に関する提言

長期的施策に関する提言

村長に提言書
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議 会 活 動 報 告
● 建設厚生常任委員会 令和 2 年 7 月 20 日

● 山梨県東部広域連合 令和 2 年 9 月 18 日

　東部広域連合は県内初の広域連合とし

て、道志村・都留市・大月市・上野原市（秋

山村）・小菅村・丹波山村（2 市 1 町 4 村）

で平成 11 年 9 月に設立し、平成 12 年 4

月の介護保険制度の施行に伴い、介護認

定審査・障害支援区分認定審査・情報公開・

個人情報保護審査・公平委員等の共同事

務を広域連合が行ってきました。

　運営していた養護老人ホー

ム大鶴楽生園の閉園により、

業務が縮小され、負担金削減

等の観点から、本議会は解散

を可決しました。

　尚、機関等の共同設置によ

り、既存の事業は継続してい

く。また、新たな協議会組織

を立ち上げ、今後の人口減少

社会などに対応する広域行政

の在り方情報交換を行う。

　役場２階会議室において建

設厚生常任委員会を開催しまし

た。産業振興課長による台風被

害箇所の復旧状況について説

明を受けたあと、被災５ヶ所の

復旧現場の進捗状況の確認を

行いました。

村道久保秋山線の災害視察
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議 会 活 動 報 告
● 町村議会広報編集委員長会議 令和 2 年 7 月 14 日

● 総務文教常任委員会 令和 2 年 6 月 30 日、7 月 16 日

　山梨県自治会館において第 1 回町村議

会広報編集委員長会議が行われました。

　この会は 13 町村議会広報委員会からな

り、今回は、令和元年度事業報告、令和

2 年度事業計画（案）、町村議会広報研修

会の開催、町村議会広報功労者表彰につ

いての説明があり、その後各議会広報紙を

見ながらの編集説明、質疑応答があり、各

議会とも広報研修会、議会広報クリニック

等で学んだ内容を取り入れ編集校正を工夫

して独自の議

会だよりを作

成していまし

た。他町村の

広 報 紙 で 参

考にしたい内

容等ありまし

たので「読み

やすく」、「読

んでもらえる」

議会だよりに

します。

　役場２階会議室にて午後 1 時 30 分よ

り総務文教常任委員会を開催しました。

　6 月 30 日は災害時の議会対応につい

て協議し 7 月 16 日は「災害対策会議設

置要綱」と「災害対策対応指針（議員行

動マニュアル）」の

作成について協

議しました。

議会だより編集風景
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第 4 回
臨時会

議員報酬減額分を介護慰労金支援事業へ

　第４回臨時会が 8 月 11 日に開かれ、令和 2 年度道志村一般会計補正予算（第３回）総額 4,528

万円を審議可決。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている、要介護４・５認定者
を在宅で介護している介護者に上乗せ支給する。

1、新生児子育て応援臨時交付金事業（村単独事業）

令和 3 年４月 1 日までに出生転入した新生児の保護者に出生児一人当

たり 10 万円を支給する。 予算額 50 万円

4、感染防止用品配布事業（村単独事業）

法人・個人事業者にマスク、大型のアルコール消毒液・検温器等感染

防止用品を配布する。 予算額 356 万円

おもな審議事項

5、高校生通学助成金支給事業（村単独事業）

例年夏休みである７・８月分の交通費を支給する。 予算額 82 万円

6、学校保健特別対策事業（村単独事業）
小中学校の水栓を自動水栓に取換他。 予算額 119 万円

※議会は臨時会前に村当局に対し新型コロナウイルス感染予防対策について提言を行い、

結果、提言内容が反映されました。

2、道志村水源の郷地域活性化商品券支給事業（村単独事業）

全ての村民に対し村内登録店で使用できる商品券一人当たり 1 万円を

配布する。 予算額 1,773 万円

3、介護慰労金支給事業（村単独事業）

要介護 4・5 認定者を在宅で介護している介護者に対して、議員報酬減

額分を上乗せ支給する。 予算額 36 万円
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質
問

答
弁

議会の考え

平
成
27
年
10
月
定
例
会

質
問
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の

進
捗
は

答
弁
事
業
費
総
額
は
︑
繰
越
現
年
合

わ
せ
て
約
１
億
５
千
万
円
で
89
％

が
発
注
済
み
で
す
︒

道
志
村
の
観
光
地
の
景
観
整

備
、
点
検
、
維
持
管
理
は

６
月
７
日
に
危
険
個
所
の
点
検
︑

安
全
確
認
を
実
施
し
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
的
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
安

心
安
全
で
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形

成
に
努
め
て
い
ま
す
︒

その結果今は

平成 27 年より実施の第１次計画が終了し、令和 2 年よ
り第 2 次計画が実施されます。事業計画は測量、設計、
工事の工程で進められます。

令和元年、観光施設整備事業に繰り入れ二里塚の景観整
備を行いました。観光客には富士山の絶景地として好評
を得ております。

観光客に喜ばれるような景観整
備や維持管理を提言。

村は山間地で危険箇所が多く災
害が起こりやすい地域なので、
早期の防災対策を望みます。

整備されたポケットパーク

あの一般質問は今…
平
成
26
年
7
月
定
例
会

完成後の防災減災事業
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紹 

介
しょうかい

　

日
頃
よ
り
、
村
民
の
皆

様
に
は
、
当
協
会
の
活
動
に

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
道
４
１
３
号
線

の
交
通
量
も
昨
年
、
一
昨
年

の
台
風
被
害
に
よ
り
減
少

し
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
復

旧
が
進
む
に
つ
れ
回
復
、
増

加
の
傾
向
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
特
に
バ
イ
ク
、
自

転
車
等
の
二
輪
車
の
増
加

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
交
通

量
の
増
加
に
伴
い
交
通
事

故
も
増
え
て
お
り
、
山
梨

県
警
で
は
、
国
道
４
１
３
号

交通指導中の白バイ隊

大
月
交
通
安
全
協
会
道
志
支
部

佐   

藤　

益   

弘

支
部
長

交
通
事
故
撲
滅
を
願
っ
て

線
を
交
通
事
故
防
止
強
化

路
線
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
交
通
安
全
協
会
も
、

交
通
安
全
や
事
故
防
止
の

た
め
村
・
大
月
警
察
署
の

指
導
の
も
と
、「
道
の
駅
ど

う
し
」
に
お
い
て
二
輪
車

を
中
心
と
し
た
街
頭
指
導
、

ま
た
、
小
中
学
生
の
登
校

の
見
守
り
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
交
通
安
全
」
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
身
近
な
問
題

で
あ
り
願
い
で
す
。「
交
通

安
全
」
の
主
役
は
皆
様
方

お
一
人
お
ひ
と
り
で
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
色
々
な
と

こ
ろ
に
影
響
が
出
て
い
ま
す

が
、
交
通
安
全
協
会
の
取

り
組
み
、「
交
通
安
全
」
が

日
々
向
上
し
て
い
き
ま
す
よ

う
、
村
民
の
皆
様
と
一
体
と

な
り
進
め
て
ま
い
り
た
く
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

バイクの日の活動
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認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
等

が
捕
獲
を
行
い
ま
す
。
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編
集
後
記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

杉
本
　
孝
正
　

　
副
委
員
長
　 

山
口
　
　
章

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
徹
　

　
委

員
　 

佐
藤
　
喜
章

　

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
今
日
は

彼
岸
の
お
中
日
、
秋
ら
し
い
季
節
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
今
年
の
夏

は
長
雨
、
高
温
に
悩
ま
さ
れ
作
物
に

も
被
害
が
お
よ
び
ま
し
た
。
春
か
ら

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
に
よ
る

被
害
が
拡
大
し
、
終
息
の
兆
し
す
ら

見
え
な
い
状
況
で
す
。
今
後
の
住
民

生
活
、
社
会
経
済
活
動
に
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
本
村
に
お
い

て
も
被
害
拡
大
防
止
対
策
が
第
一
次
、

第
二
次
と
矢
継
ぎ
早
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
本
村
の
財
政
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ
、
今
後
と
も
村

民
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

新
人
広
報
常
任
委
員
は
今
季
２
回

目
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。 

（
山
口
章
）

がんばる人紹介
オートキャンプ場草分けとして

　

谷
相
郷
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
昭
和
58
年

道
志
川
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
初
事
務
所
は
小
さ
く
、
ト
イ
レ
は
男

女
共
用
、
炊
事
場
も
小
さ
め
で
お
風
呂

は
近
く
の
旅
館
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
頃
、私
は
ま
だ
若
か
っ
た
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
事
は
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
道
志
村

で
は
ま
だ
キ
ャ
ン
プ
場
が
少

な
く
、
誰
に
も
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
私
な
り
に
説

明
書
を
見
な
が
ら
テ
ン
ト
や

タ
ー
プ
の
張
り
方
等
、
キ
ャ

ン
プ
の
事
を
色
々
学
び
ま
し

た
。
次
第
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
る
お
客
様
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
平
成
に
入
り
、
お

客
様
の
声
を
聞
い
て
、
現
在
の
事
務
所

や
露
天
風
呂
・
水
洗
ト
イ
レ
・
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
特
に
森
の
中
の
露
天
風
呂
は
お

客
様
に
大
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
い
ち
ど
お

試
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
テ
ン
ト
サ
イ

ト
に
は
7
か
所
の
Ａ
Ｃ
電
源
も
付
け
ま

し
た
。
36
年
間
、
毎
年
8
月
末
に
来
て

く
だ
さ
る
お
客
様
も
お
り
、
そ
の
お
客

様
は
足
を
痛
め
て
い
た
た
め
、
洋
式
ト

イ
レ
を
作
る
な
ど
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

あ
わ
せ
る
よ
う
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
休
業

し
て
い
ま
し
た
が
、

7
月
か
ら
テ
ン
ト
サ

イ
ト
を
減
ら
し
、
お

客
様
に
手
・
指
の
消

毒
、
マ
ス
ク
着
用
の

対
策
を
講
じ
、
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
様

の
声
を
聞
き
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

谷相郷キャンプ場

谷相郷キャンプ場

オーナー　佐藤   徹さん

お
詫
び　

議
会
だ
よ
り
47
号
の
「
が
ん
ば

る
人
紹
介
」
に
て
、「
平
賀
一
彦
」
さ
ん

の
お
名
前
の
表
記
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。


